
シンポジウム「高病原性鳥インフルエンザとオオクロバエ」 
 
⽇程︓９⽉１６⽇（⽕） 13:00〜17:30 
会場︓中島董⼀郎記念ホール 〒113-8657 東京都⽂京区弥⽣ 1-1-1   

東京⼤学 弥⽣キャンパス フードサイエンス棟２階  
https://www.jrias.or.jp/isotope̲conference/pdf/file1̲54program20170518.pdf 

 
13:00 開会の挨拶   

⼩林 睦⽣（元国⽴感染症研究所） 
 

13:05〜 講演 
 

座⻑︓ 伊澤 晴彦（国⽴健康危機管理研究機構） 
 

「⾼病原性⿃インフルエンザの流⾏と疫学」 
⼭本 健久（農研機構動物衛⽣研究部門） 

「千葉県における⾼病原性⿃インフルエンザ発⽣対応について」 
⽥中 なほ⼦（千葉県農林⽔産部畜産課家畜衛⽣対策室） 

「クロバエ類の野外調査と⿃インフルエンザについて」 
藤⽥ 龍介（九州⼤学⼤学院農学研究院資源⽣物科学部門） 

 「2004 年の京丹波町における調査研究とオオクロバエ体内でのウイルスの⽣存」 
澤邉 京⼦（東京⼤学⼤学院農学⽣命科学研究科） 

 
15:20〜15:30 休憩 
 

座⻑︓ 三條場 千寿（東京⼤学⼤学院農学⽣命科学研究科） 
 

「オオクロバエの夏眠、季節移動の⽣理⽣態と⿃インフルエンザの流⾏」 
倉橋 弘（元国⽴感染症研究所） 

 「畜舎におけるハエ類の防除と侵⼊阻⽌」 
駒形 修（国⽴健康危機管理研究機構） 

 「⾼病原性⿃インフルエンザ(HPAI)発⽣鶏舎の周辺環境と近隣鶏舎との位置関係」  
⼩林 睦⽣（元国⽴感染症研究所） 

   
17:00〜17:30 総合討論 

 
座⻑︓ 伊澤 晴彦（国⽴健康危機管理研究機構） 

     三條場 千寿（東京⼤学⼤学院農学⽣命科学研究科） 
      橋本 知幸（⽇本環境衛⽣センター） 
 

 

参加申込 Google フォーム 

https://forms.gle/YpXTQoa41URiSwMp6 

QRコード 


